



Non-English Internationalization in Japan: A Study in Public 






  This paper studies issues facing foreign students in public junior high schools in Mie Prefecture, 
Japan. A questionnaire was given to these students to find out what issues/problems they face. The 
results have led the author to introduce some measures to help these students accommodate 
different educational environments. Moreover, the author states his suggestions for making better 
“international classroom” atmosphere for both foreign students and their Japanese counterparts. 
  The questionnaire, given to and answered by the students between May and July 2009, includes 
seven questions. The students were asked: (1) what language(s) they use to talk with their 
parents/families at home, (2) how much they use Japanese in their daily lives, (3) if they are 
interested in studying Japanese, (4) if they are interested in studying English, (5) if they are 
currently studying Japanese in supplementary classes, (6) if they are studying the languages of their 
own countries, and (7) in what countries/areas they would like to live in the future. 
  The results show multi-nationalization and multi-lingualism without English. They also can give 
Japanese students good opportunities to recognize how important it is to be familiar with the 
feelings of their minority classmates in order to create a better international environment for 







                                                                













































 本アンケート調査は、三重県某市に存立する公立中学校（全 10 校）に在籍するニューカ
マー外国籍生徒を対象とした。当該生徒が在籍するのは 10 校中 6 校であった。実施期間は





105、回収率は 76.6 パーセントであった３）。 
 被験者の詳細は以下の通りである４）。 
 １性別：男性 51 名、女性 46 名 
 ２学年：１年生＝47 名、２年生＝29 名、３年生＝27 名 
 ３国籍：ブラジル＝52 名、ペルー＝29 名、ボリビア＝２名、日本＝7 名、中国＝3 名、
フィリピン＝２名、タイ＝1 名 




 「ポルトガル語を使う」と回答した者が 48 名(45.7%)で最も多い。全被験者中、ブラジ
ル国籍の者が最も多く、52 名に上ることを考慮すると、この数字は当然と言えるであろう。
次いでスペイン語使用者が 33 名(31.4%)、日本語使用者が 19 名(18.1%)と続く。また、こ







 全被験者の平均は約 58 パーセントとなった。自然の成り行きとして、滞日年数が長くな
るほど日本語使用の割合も高くなる傾向にある。この質問に回答した 104 名中、73 名
(70.2%)が、50 パーセントもしくはそれ以上の数値を選択していることから、これら被験
者の間では、日本語使用が日々の生活の中で相当の比重を占めていると言うことができよ
う。なお「100 パーセント日本語を使う」と回答した者が 8 名(7.7%)いる一方で、「10 パー
セント以下」と答えた者も 22 名(21.2%)存在する。 
 
(3)質問 3 および質問 4：日本語および英語学習に対する関心 











































 ４ -３で報告した被験者の国籍に注目してみると、人数の多い順にブラジル(52 名＝
49.5%)、ペルー(29 名＝27.6%)、日本(7 名＝6.7%)、中国(3 名＝2.9%)、ボリビア・フィリピ
ン(各 2 名＝1.9%)、タイ(1 名＝1%)となっている。このうち、ブラジル、ペルー、ボリビ




















































































(4,006 名、7.5%減)に転じた。前年(2008 年)末の同数は、53,082 名であった。2009 年末の国別登録者
数は、最も多いのがブラジル(18,461名、対前年比 14.1%減)で、以下、中国(9,733名、同 2.6%減)、フ





3) 市教育委員会によると、本アンケート調査を実施した当該公立中学校・6 校には、2009 年 5 月 1
日の時点で、137名のニューカマー生徒が在籍している。また、この市の全公立中学校（10校）にお









6) 上記 1)を参照 
7) 上記 2)を参照 
 
参考文献 
Cummins, J. (2000) Language, Power and Pedagogy: Bilingual Children in the Crossfire. Clevedon:  
Multilingual Matters. 
Umeda, H. (2008) Some Issues of Foreign Students in a Japanese School: A Pilot Study in Mie. ES (English  
Studies) 29: 201-216. 





















西原鈴子 (2000)「子どもの言語習得と教師の役割」『「外国籍児童生徒問題研究」プロジェクト公開研  
究会報告書集-----地域の子供たちの共生を考える』三重県人権問題研究所. 
法務省 (2009) 『平成 20(2008)年末現在における外国人登録者統計について（2009年 7月発表）』2009 
年 9月 7日閲覧 <http://www.moj.go.jp/PRESS/090710-1/090710-1.html> 
三重県生活・文化部国際室 (2009) 『外国人登録者数について: 2008(平成 20)年 12月 31日現在』2009 
年 11月 7日閲覧 <http://www.pref.mie.jp/KOKUSAI/HP/data/gaitou/H20.12.31data.pdf> 
三重県生活・文化部国際室 (2010) 『外国人登録者数について: 2009(平成 21)年 12月 31日現在』2010 
年 2月 23日閲覧 <http://www.pref.mie.jp/KOKUSAI/HP/data/gaitou/H21.12.31data.pdf> 
 
付録：アンケート日本語版 





















1. 性別 a. 男性  b. 女性 
2. 年齢 _______歳  中学 _______ 年生 
3. 国籍（書いてください→   ） 
4. 日本で生まれましたか？ 
 a. はい  b. いいえ 













a. 10%くらい  b. 20%くらい 
c. 30%くらい  d. 40%くらい 
e. 50%くらい  f. 60%くらい 
g. 70%くらい  h. 80%くらい 




 a. おもしろい  b. おもしろくない 
 
質問４：英語を勉強することはおもしろいですか？どちらかに○をつけてください。 
 a. おもしろい  b. おもしろくない 
 
質問５：取り出しクラスで日本語を勉強していますか？どちらかに○をつけてください。 
 a. 勉強している  b. 勉強していない 
 
質問６：自分の国の言葉を勉強していますか？ 
 a. 勉強している  b. 勉強していない 
 
質問７：将来はどこで暮らしたいですか？いずれかに○をつけてください。 
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